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(1) 研修の沿革および目的 

 本研修は独立行政法人国際協力機構（JICA）が中南米地域への移住者の定着・安定のために移

住者子弟教育として 1987（昭和 62）年度に「日本語学校生徒研修」として開始し、2012（平成

24）年度からは、名称を「日系社会次世代育成研修」、2015（平成 27）年度からは「日系社会次

世代育成研修（中学生招へいプログラム）」として実施しています。 

 例年、本研修では、海外の日本語学校に在籍する成績優秀かつ品行方正で将来の日系社会の発

展に貢献するのに十分な素質のある日本語学校生徒を本邦へ招へいし、日本人の海外移住の歴

史に関する学習、中学校体験入学、ホームステイ、その他の各種研修を通じて、自分たちのルー

ツに対する理解と日本に対する理解を深め、さらに自らの日系人としてのアイデンティティの

強化を図ることを目的として研修を実施しています。 

新型コロナウィルス感染拡大の影響により、従来の訪日研修は実施不可となったことから、

2020 年度より現地日系社会の 12～15 歳の生徒を対象としたオンライン学習を実施してきまし

た。オンラインによる移住学習プログラムでは、日本人が「なぜ」「いつ」「どのように」アメリ

カ大陸に移住したのか、「どのように」ニッケイ・コミュニティを形成し、「なにを」を創出して

きたのかについての学びを通して、課題解決能力やコミュニケーション能力を高め、コミュニテ

ィへの貢献意識の高い人材育成を目的としています。 

移住学習プログラムに加え、2021 年度からは日系社会次世代育成研修（中学生招へいプログ

ラム）で実施するプログラムを一部、オンライン上で疑似体験できるよう、日本体験プログラム

を実施しています。本プログラムを通じて、日本・日本文化への興味・関心を広げると同時に、

日本語学習の継続及び本邦研修参加へのモチベーションを喚起することを目的としたものです。 

さらに、プロジェクト学習プログラムでは、世代交代が進んだ日系社会が抱える課題に焦点を

当て、祖先の海外移住の歴史や日本文化への関心を高め、次世代への継承につなげていけるよ

う、自由研究プロジェクトを実施しました。日本にルーツを持つ若い世代に伝えていきたい歴史

や文化を自ら調べることで、知識の定着や課題解決能力の向上につなげることを目的としたプ

ログラムです。 
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(2) 対象国および人数 

対象国： 10カ国 ※日系社会次世代育成研修（中学生招へいプログラム）対象国に同じ 

１陣：カナダ、メキシコ、ドミニカ共和国、コロンビア、ベネズエラ 

２陣：ブラジル、ペルー、ボリビア、パラグアイ、アルゼンチン 

  参加国および参加者数： 7カ国 40名（延べ人数 226名） 

       

① 移住学習プログラム（参加国および参加者数内訳） 

参加国 

移住の歴史・ 

時代背景 

人の移動、 

モノの移動 

ニッケイ・ 

コミュニティ 

ニッケイ・ 

アイデンティティ 

10/15 2/4 12/3 1/14 1/28 

メキシコ 4名 0名 2名 2名 0名 

ドミニカ共和国 0名  2名 2名 2名 1名 

ブラジル 2名 4名 3名 4名 4名 

ペルー 4名 3名 4名 3名 4名 

ボリビア 2名 0名 1名 2名 2名 

パラグアイ 6名 4名 8名 8名 7名 

アルゼンチン 2名 0名 2名 2名 2名 

 20名 13名 

22名 23名 20名 33名 

 

② 日本体験プログラム（参加国および参加者数内訳） 

参加国 
アイスブレイク 食育・日本料理 日本文化と SDGs 中学生交流会 

10/1 10/29 11/19 12/17 

メキシコ 3名 4名 1名 3名 

ドミニカ共和国 2名 2名 2名 2名 

ブラジル 3名 4名 5名 4名 

ペルー 3名 4名 5名 4名 

ボリビア 2名 2名 2名 2名 

パラグアイ 12名 9名 7名 8名 

アルゼンチン 2名 2名 2名 2名 

 27名 27名 24名 25名 

 

③ プロジェクト学習プログラム  ④ 修了証書認定者 

（参加国および参加者数内訳）   （参加国および参加者数内訳） 

参加国 
オンライン学習 

参加者数 

修了証書 

認定者 

メキシコ 4名 4名 

ドミニカ共和国 2名 2名 

ブラジル 8名 3名 

ペルー 7名 4名 

ボリビア 2名 2名 

パラグアイ 15名 5名 

アルゼンチン 2名 2名 

 40名 22名 

参加国 
自由研究 

2/13提出日 

メキシコ 4名 

ドミニカ共和国 2名 

ブラジル 4名 

ペルー 6名 

ボリビア 2名 

パラグアイ 5名 

アルゼンチン 2名 

 25名 
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(3) 研修概要 

 学習項目 内 容 

移 

住 

学 

習 

【移住の歴史・時代背景】 

移住当時へタイムスリップ！ 

日本における海外移住の歴史的背景を知り、入植時の生

活や苦難を乗り越えてきた歴史を知る 

 

 

【人の移動・モノの移動】 

こんなところで日本発見！ 

人の移動によってもたらされた社会変化にはどのような

ものがあるか考え、人の移動が起こった結果、新しい価

値観が生まれたことに気づく 

 

【ニッケイ・コミュニティ】 

宇宙船に乗って 

移住した日本人が移住先でどのように生活していたの

か、入植時の仕事や余暇をどう過ごしていたのか、新天

地での生活の中でどのようにコミュニティを形成してい

ったのか、コミュニティの成り立ちについて考察する 

【ニッケイ・アイデンティティ】 

ようこそ、先輩！ 

ニッケイのバックグラウンドを持つ先輩との交流を通じ

て、自身のアイデンティティについて考えるとともに、

自己の進路について考える 

 

日 
本 

体 

験 

【アイスブレイク】 

オンライン運動会 

運動会をオンラインで体験し、同世代の日系人と親睦を

深めつつ、運動会が各国の移住地で今も親しまれている

理由を探る 

 

【食育・日本料理】 

お好み焼きでフュージョン！ 

栄養素や食育に関する知識を学びながら、各家庭をオン

ラインでつなぎ調理実習をする 

 

 

【日本文化と SDGs】 

日本人と妖怪 

日本の気候風土で育まれた文化や人々の思想・精神を学

び、日本人特有の生きる知恵から SDGs を考える 

 

 

【中学生との交流会】 

世界をつなぐ 10代のしゃべり場 

日本の中学生や同年代の日系人との多文化交流を通し

て、日本語でのコミュニケーションを実践し、お互いの

文化や生活習慣、学校生活について知る 

 

学 

習 
 

【最終プロジェクト】 

自由研究 

日本人の海外移住や日本文化について調べ学習を通し知

識を深めつつ、次世代へ継承していく方法を模索する 

 

 

   ※ 希望のプログラムを 1講座から応募可能。 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 
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【修了証書授与にかかる履修条件】  
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プロジェクト

10/15 12/3 1/14 1/28 2/4 10/1 10/29 11/19 12/17 2/13

移住史 日本発見 宇宙船
ようこそ

先輩
移住史 運動会 お好み焼

日本人

と妖怪

中学生

交流会
自由研究

メキシコ その他（通学希望） 4 2 2 3 4 1 3 4 4 4

ドミニカ

共和国

ドミニカ共和国日本語学校

サント･ドミンゴ校
2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2

Escola de Lingua Japonesa da Acenba

(Bastos)
1 1 2 2

Escola Aliança Cultural Brasil/Japão 1 1 1 1 1

Escola Modelo de Londrina 1 1 1 1

バルジェンボニータ日本語学校 1 1 1 1 1 1

Escola Modelo de Língua Japonesa-

Belo Horizonte, MG
1 1 1 1 1 1 1

グァタパラ日本語学校 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

その他（通学希望） 1 1 1 1 1 1 1

ラ・ウニオン学校 4 4 2 3 1 2 3 3 3 5 5

ペルー沖縄県人会　AOP (Asociación

Okinawense del Perú)　Mitsuba
1 1 1 1 1 1 1 1

Mitsuba 1 1 1 1

オキナワ第一日ボ学校 1 1 1 1 1 1 1 1 1

サンフアン学園 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

アスンシオン日本語学校 4 6 5 4 3 8 6 5 3 3 10

ラパス日本語学校 2 2 3 3 1 4 3 2 5 2 5

日亜学院 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ラプラタ日本語学校 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

20 22 23 20 13 27 27 24 25 25 40

計 国別計

参加者数計

アルゼンチン

移住学習

ペルー

ボリビア

パラグアイ

国名
在学中の所属機関名

（和文または英文）

15

ブラジル

日本体験 参加者

8

7

2

2
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プログラム 

現地 日本 

日付 
時

間 
日付 時間 

日本

体験 

【①アイスブレイク】 

オンライン運動会 
2022 年 9月 30日（金） 

午

後 
2022 年 10月 1日（土） 

午前 8:00 

〜10:00 

移住

学習 

【①移住の歴史・時代背景】 

移住当時へタイムスリップ！ 
2022年 10月 14日（金） 

午

後 
2022年 10月 15日（土） 

午前 8:00 

〜10:00 

日本

体験 

【②食育・日本料理】 

お好み焼きでフュージョン！ 
2022年 10月 28日（金） 

午

後 
2022年 10月 29日（土） 

午前 8:00 

〜10:00 

日本

体験 

【③日本文化と SDGs】 

日本人と妖怪 
2022年 11月 18日（金） 

午

後 
2022年 11月 19日（土） 

午前 8:00 

〜10:00 

移住

学習 

【②人の移動、モノの移動】 

こんなところで日本発見！ 
2022 年 12月 2日（金） 

午

後 
2022 年 12月３日（土） 

午前 8:00 

〜10:00 

日本

体験 

【④中高生との交流会】 

世界をつなぐ 10 代のしゃべり場 
2022年 12月 16日（金） 

午

後 
2022年 12月 17日（土） 

午前 8:00 

〜10:00 

移住

学習 

【③ニッケイ・コミュニティ】 

宇宙船に乗って 
2023 年 1月 13日（金） 

午

後 
2023 年 1月 14日（土） 

午前 8:00 

〜10:00 

移住

学習 

【④ニッケイ・アイデンティティ】 

ようこそ、先輩！ 
2023 年 1月 27日（金） 

午

後 
2023 年 1月 28日（土） 

午前 8:00 

〜10:00 

移住

学習 

【①移住の歴史・時代背景】 

移住当時にタイムスリップ！ 
2023 年 2月 3日（金） 

午

後 
2023 年 2月 4日（土） 

午前 8:00 

〜10:00 

プロ

ジェ

クト 

自由研究 提出日 2023 年 2月 12日（日） 2023 年 2月 13日（月） 締め切り 
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日本人の海外移住が始まったころの生活を想像した参加者たち。新しい土地で異なる文化に

出会った日本人が、原生林の開拓や農園での仕事をしながら、どのように新生活をスタート

し、どのような苦難を乗り越えてきたのか、グループで話し合いました。 

 

 日系人は沢山の苦労を乗り越えて、頑張ってくれたおかげ

で今私たちが幸せに生きているんだなと思いました。頑張

ってくれた人たちの分、日系コミュニティを大切にして、

前向きに生きていきたいと思います。 

 今はテクノロジーがものすごく発達していて、機械などを

使っていますが、移住した頃にはそんなものはなかったの

で、その人達がどのように過ごしていたか想像がつきませ

ん。もっと移住について深く色んなことを沢山学びたいで

す。 

 今と違って、移民したときは、まだ何もなくて、みなさん

はとても苦労したと思います。今になってみなさんに聞き

たいことは、幸せだったのか、また選ぶチャンスがあれば

もう一度、移住することを選ぶかを聞いてみたいです。 

 私がもし移住当時にいたらどんな苦労や経験をしていた

だろう、団結力はちゃんとあっただろうかと思いまし

た。これからは日本人が移住した国の環境やどんな仕事

をしていたかについて調べてみたいです。 

 移住者たちは慣れない環境で何度も日本に帰りたいと思

ったと思います。不安と大変さで精神的につらいことも

たくさんあったはずです。そのたびに強い信念や、きっ

と良くなると信じていたからこそ頑張れたのだと思いま

す。 

 移住者に会えたら、私たち日系人にこれからどのような

未来を築いてほしいか聞いてみたいです。 

 日本を忘れないために、そしてドミニカ共和国に適応す

るために、どんなことをしたのか。 

➢ 言葉の壁 

➢ 衣食住の確保 

➢ 病気 

➢ 新しい環境 

➢ 日本とは違う文化・気候へ

の適応 

➢ 現地の人たちとうまくコミュニケーションが

とれなかったら、孤独感を感じるはずだか

ら、日本人同士の結束が強くなると思う 

➢ 食料を確保したり、家を建てたりするため

に、助け合う 

➢ 病気になったときは、現地の人に薬草につい

て教えてもらったり、助けを求めたりする必

要がある 

➢ 現地の人とは、ジェスチャーや辞書を使って

コミュニケーションをとるようにする 
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開国を迎えた日本に入ってきた海外の文化が日本人の生活にど

のような影響を与えたのか学習したあと、日本人移住者と一緒に

南米に持ち込まれた「日本文化」をグループの人たちと一緒に探

しました。 

アメリカ大陸に移住した祖先・家族を持つ参加者が身の回りで

見つけた「日本」「日本文化」からは、日本人が海を渡ったこと

で居住国に広まった社会変化が見えてきました。 

 このプログラムのように日系について紹介したり、子供たちにわかりやすく説明できるようアニメーションなども利用して、もっ

とたくさんの人たちに色んな日本の有名な建造物を見てもらったり、日本のことや日系のことを知ってもらいたいです。 

 学んだことは、日本の文化や食べ物は他の国との交流から得たものをたくさん取り入れているということです。移住した当時、日

本人は移住した場所で現地の人にあまりなじめていなかったけれど、協力し合っていくうちに日本人も現地になじんでいき、現地

の人たちに良い印象を受けてもらえた事も知りました。これからは、移住先で出会った現地の人と日本人の関係や現地の人が感じ

た日本人の印象を調べてみたいと思いました。 

 私たちは、世界や自国における日本文化の影響、そして日系人としての伝統や習慣について学びました。日系人が子孫のために自

国に残しているあらゆる習慣や伝統について、もっと調べてみたいです。 

 これからもひとつの考え方にとらわれず、異文化のいいところは取り込むべきだと感じました。 

 日本人の精神性、特に移民が日本を離れ、全く異なる文化に直面したときの精神性についてもっと学びたいです。 

 日本人がどのように考え、世界から称賛されるような社会をどのように実現しているのか知りたいです。 なぜラテンアメリカで

はそうできないのでしょうか？そこが面白いところです。 

 今回のプログラムでは、日系のことや、日本のことを深く知ることができました。日本について面白い意見や、他の国にある日本

の物などを知る事が出来てとても良かったです。これからも日系のことや、日本のことをもっと調べていきたいです。 

 ご飯を食べる時のあいさつや自分や他の人が使う場所をきれいにしておくことなどの日本文化をこれからもっと広めたいです。な

ぜかと言うと、ご飯を食べる時のあいさつはそのご飯を作ってくれた人達への感謝の仕方だからです。使った場所はきれいにして

次に使う人のことを考えるという事は、私の住んでいる所ではあまりそう考えられていないから、広めていきたいです。 
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異なる文化を持つ土地に移り住むことを想像し、生活していくために必

要なことをグループで話し合いました。助け合って生きていくために必要

だと思うシステムやルール、現地の人々との関係において守ること、新生

活を始めるうえで大切な心構えなど、活発な意見交換が行われました。 

授業の最後にバーチャル見学をした JICA 横浜の海外移住資料館には、

100 年以上も前に移住者が持参した荷物も展示されています。移住者の

トランクの中身が、自分たちが作った宇宙へ持っていきたいものリストと

似ていることにも気がつきました。 

 

  

 コミュニケーションの方法を考えること、相手の文化や考え方を尊重してあげること、自分の文化を大切にしながら他の文

化と触れ合うことが大切だと思いました。 

 違う考え方や文化を持った人たちと暮らすには、その人の文化を受け入れること、自分から声をかけて行動すること、自分

の意見をはっきり言って相手の話も聞き、お互いに理解し合うことが大切だと思います。 

 今回の授業では違う考え方や文化を持った人たち「宇宙人」とどうやって分かり合えるか、どうしたら仲良くなれるか、ど

う共存するかを学びました。他にも日本の移住者が南米に持ってきたものなど見ることが出来てとてもよかったです。 

 異文化の人たちと共生を学ぶには、人と人、人と文化が互いに尊重し合うことが必要だと思います。 

 日本からの移民が、異なる習慣を持つ新しい土地に適応することがいかに困難であったかについて、少し学ぶことができま

した。また、2つ以上の文化がうまく共存するための解決策についても知ることができました。 

 授業で考えたことは、もし宇宙船の中で一人である期間を過ごすとしたら、何を持っていくかということです。これについ

てもっと調べたいです。僕は宇宙船の機能と宇宙にいる期間によると思いました。 

 他の人とは、違いにかかわらず、よく接し、その文化や考え方について学び、理解しようとすることが大切だと思います。 
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 授業では多くのことを学びましたし、先輩たちの体験談もとても興味深かったです。何事にもベストを尽くし、常に学

び続けたいと考えています。将来は、困難を乗り越えられる人間になりたいです。 

 今回は先輩たちのおかげで色々学べました。また話す機会があれば話したいです！将来は話が上手で、自信があって、

積極的な人、誰とでも仲良くできる人になりたいです。あと、みんなに優しくできる人になりたいです。 

 私は、チャンスをつかめれば無駄にしないと思っていますし、興味があることはしっかりやりたいと思っています。自

分の考えを明確に相手に伝えることができ、お互いを尊重しながらコミュニケーションをとる忍耐力など、良いリーダ

ーとしての資質を持った人になりたいと思います。 

 小さなことでストレスを感じない人間になりたいです。私の強みは、自分の中の 2つの部分を認識し、1つだけでなく、

両方であることを受け入れられることです。 

 リーダーシップがあって、勉強ができて、明るくて、前向きで、努力家な人になりたいです。 

 先輩たちの言葉はいい学習になりました。これからは、そのアドバイスを活かして生活していきたいです。自分はみん

なに信頼される存在になりたいです。いろんな人と交流ができて、二つの文化の知識を持っていることを、自分の強み

として活用できると思います。 

 ケンゴとエリックが、日本での研修や自分たちの経験を私たちと共有してくれたことに感謝します。私は穏やかな性格、

他人の発言を気にしない、わがままを言わない人になりたいです。 

 将来のためになるプレゼンテーションとメッセージをありがとうございました。先輩方の言葉を聞いて自分に自信がつ

きました。私ももっといろんなことに挑戦して頑張っていきたいです。健吾さんとエリキさんも仕事を頑張ってくださ

い！応援しています！ 

このプログラムに参加している中学生と同じ日系のバ

ックグラウンドを持ち、参加者のちょっと先を歩む日系

ブラジル人 3 世の大学生、塚原健吾さんと崎山エリキ

さんの二人をスピーカーとして招き、中学生で初めて来

日した 6 年前の「日系社会次世代育成研修」での体験

談や、ニッケイ・アイデンティティを活かしたビジネス

を模索する現在の挑戦についても話を聞きました。 
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 海外移住をした日本人が船上でも行っていたという運

動会。日本人が作った移住地では、コミュニティの一大

イベントとして今も運動会が行われています。そんな日

系人に親しまれている運動会を、コロナ禍でも実現でき

るよう、中南米各国からの参加者をオンラインでつなぎ、

新しい形の運動会に全員で挑戦しました。 

準備運動のラジオ体操も、慣れた様子で体を動かす参

加者たち。こんな一場面からも、居住地で今も受け継が

れている日本文化を確認することができました。赤組、

黄色組、青組のチーム対抗戦では、ギネス記録に挑戦し

たり、お互いの出すヒントをもとに居住地やジェスチャ

ーを当てたりと、運動会は盛り上がりました。 

 

 とても楽しかったです。他の場所の人たちと時間を共有するの

が大好きでした。とてもユニークな体験でした。 

 みんな一緒になっていたので、本当にすごいと思いました。ま

た、グループに分かれたときは、みんなが少しずつ話すので、

とてもよかったです。先生方もとても親切で、何事も正しく行

う方法を知っていました。思っていたよりずっと素敵でした。 

 始める前は緊張したけど、みなさんはとてもやさしかったので

すぐ楽になりました。運動会はとても楽しかったです。色んな

国の人と参加できてすばらしかったです。 

 みんなが見せてくれた物でどこの国に住んでいるのかを考えた

りするのが楽しかったです。 

 いろいろな人と交流できるのはいい経験だと思います。いつか

もう一度やってみたいです。 

 またみんなとオンライン運動会に参加することが出来て、

とても嬉しかったです。今回は知っている友達とは同じチ

ームにはなれませんでしたが、たくさん新しい友達が出来

て、すごく嬉しかったです。日本から南米へ移住すると

き、運動会が船の中で行われていたのは知りませんでし

た。今回も面白いゲームがたくさんあって、すごく楽しか

ったです。特に、ラッキーパーソンが面白かったです。次

のイベントがあったらまたみんなと参加したいです。楽し

い運動会をありがとうございました。 

 すべてがとてもよく、他の国の人たちにもたくさん会えま

した。 今まで経験したことのないことだったので、これ

からもすべての活動に参加していきたいと思います。 
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  とても楽しかったです。自分で料理をつくるのが、こんなに楽

しいなんて！ 

 参加して良かったと思いました。皆で同じ料理をしているのが

わくわくしました。初めて作ったお好み焼きが美味しく出来

て、他のみんなと一緒に食べられて楽しかったです。 

 今回のプログラムで食べ物のこと、お好み焼きのことをもっと

知ることができてとても楽しかったです。みんなも先生も料理

が上手だったので、とても驚きました。私は料理は苦手です

が、先生にコツを教えてもらえてよかったです。それにみんな

と一緒に作ったお好み焼きはとても美味しかったです。今回の

お好み焼きはボロボロになってしまいましたが、次は成功する

ように頑張りたいと思います。 

 大勢の人と一緒にカメラの前で料理をするという、今までにな

い経験でした。とても楽しかったです。 

 初めて日本のおこのみやきを皆さんといっしょに作ってとても

たのしかったです。おいしく出来上がってうれしかったです。 

 

 とてもおいしくできました。家にいると母に甘えてあまり

料理をしません。でも、今日久しぶりに料理をして楽しか

ったので今度からは母と一緒に料理をしたいと思います。 

 お好み焼きを初めて作ったので、あまり上手にできなかっ

たけど、とっても美味しいお好み焼きができてよかったで

す！とても楽しかったです！ありがとうございました。 

 おこのみやきが大好きです。日本語が最初はむずかしかっ

たです。でもレシピはわかりました。お母さんとお父さん

に作ってあげました。おいしいと言いました。また今度お

このみやきを作りたいです。 

 みんなと一緒に料理をするのはとても楽しかったです。料

理はとてもおいしく、すべての工程が楽しかったです。み

んなと一緒に食べたり、おしゃべりしたりするのが楽しか

ったです。 

 日本人にはおなじみの家庭科の授業ですが、実

は、海外の学校ではあまり見かけない珍しい授業

です。今回は参加者の居住地でも比較的手に入り

やすい食材で調理ができる「お好み焼き」をメニ

ューとして取り上げ、栄養バランスについて学ん

だ後、オンライン調理実習に挑戦しました。 
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 チーム性が試されて、とても楽しかったです。現代の妖怪について話すのが楽しかったです。 

 今日のプログラムは、いろいろな意味でとてもおもしろかったです。明かりを消した時には妖怪といっしょ

にいる気分になったり、そして、どうして日本のみなさんが妖怪を信じたりするのか、妖怪の始まりや謎な

どもわかり、全体的にとても良かったです。 

 各メンバーのアイデアはとても良いと思いました。また、授業でコメントされた内容もとても良かったで

す。 

 妖怪は、私が小さい頃から知っている話題で、久しぶりに子供の頃に戻ってきたような気がします。妖怪は

問題をもたらすが、場合によっては良いこともある、ということを私はずっと知っていました。お盆には、

私たちの故人が来て、私たちの世界と接触するということなど、今日のプログラムは、すべてがわかりやす

く、おもしろかったです。 

 またこの妖怪に触れることが出来てうれしいです！！！ 

 今回のプログラムの日本人と妖怪に参加したのは 2 回目で、前回と少し違う問題や妖怪もあって楽しかった

です。それに前回とは違うグループのみんなと妖怪を作ったり、一緒に考えたりしてとても楽しかったで

す。また次のプログラムを楽しみにしています。 

 とても楽しかったです。妖怪について、そして日本人がどのように日本の夏を過ごしているのか、怖い話を

したり、どのような妖怪が存在するのかなど、より詳しく知ることができました。 

 楽しかったけど、怖かった〜。 

すっごくハラハラしました。これから怖いことがあったら妖怪のせいにします…。 

マンガやアニメのキャラクターとしても世界

的に有名になった日本の妖怪。コロナ禍で注目

を集めた妖怪「アマビエ」をはじめ、日本各地

で古来より言い伝えられている妖怪伝承の謎に

迫り、妖怪が人間に教えてくれるメッセージに

ついて考えました。 
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横浜市立南中学校和太鼓部と沖縄県東村立東中学校のみなさんにご協力をいただき、横浜と沖縄、そして中南米

の各地域をつないだオンライン交流会が実現しました。南中、東中のみなさんからは、地球の反対側で日本語を勉

強している日系の生徒たちのため、クイズなども盛り込んだ学校の特色や地域の魅力紹介、和太鼓の演奏などがあ

りました。日系の生徒たちは「日本の中学生のプレゼンテーションの説明が上手で、すごくわかりやすかった」「ま

すます日本に行きたくなった！」と同年代の日本の中学生が発表する姿に刺激を受けた様子でした。 

後半のグループトークでは、緊張から急にシャイになってしまった日系の生徒たちでしたが、緊張がほぐれてく

ると、少しずつ会話の種を見つけ、お互いの生活について言葉を交わすことができました。日本の中学生との交流

を通じて「日本で生まれていたらこんな生活だったんだろうな」と想像できたことも、日系の生徒たちにとっては

自分たちのルーツを確認する上で、貴重な体験となりました。 
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  僕たちのために朝、早くから学校に行って、プレゼンテーショ

ンを準備してくれたりして感謝しています。すごくプレゼン

テーションが分かりやすくて良かったです。日本の中学校に

ますます行きたくなりました！ 

 初めはすごく緊張して全然しゃべれなかったけど、だんだん

しゃべれるようになりました、今度は日本に行って直接話し

てみたいです、今回よりもたくさんしゃべってみたいです。 

 私達のためにプログラムや朝早くから学校の準備をしてくれ

てありがとうございます。発表ではたくさん学校のことや地

域のことを分かりやすくおしえてくれてとても良かったで

す。とてもたのしかったです。 

 休日の朝早くに集まってくれて本当にありがとう。みんなと

いろいろな話をして、日本に行きたいなと思いました。皆さ

んも私たちの国に行きたいとか、もっと話したかったとか思

ってくれていたら本当にうれしいです。本当にありがとうご

ざいました。次はぜひ対面で会いましょう。 

 今日は本当にいい経験で、日本語を少し練習することができ

ました。皆さんと話し、皆さんの学校や生活習慣を知ること

ができ、本当によかったです。私たちに会う時間を作ってく

れてありがとうございました。この経験は一生忘れないと思

います。 

 

 南中学校と東中学校の生徒のみなさま！私達とお話してく

ださり、どうもありがとうございました！少し緊張であま

り思ったように話せなかったので、また話せる機会があれ

ば今度はたくさん話したいです！今日はありがとうござい

ました！！ 

 今日をすごく楽しみにしていました。実際に日本の同い年

の人とこんな風にして話せるなんて、私にとって、とても

貴重な経験でした。もっと話したかった事、たくさんあり

ましたが、次はオンラインではなく実際に会って話せる機

会があればいいです。 

 学校のプレゼンテーション（制服や和太鼓のプレゼンテー

ションがとても良かった）や、日本の学校と、ここアルゼ

ンチンの学校との違いなど、とても楽しかったです。 

 日本の中学生に日本の学校のことを教えてもらえて、少し

お話もできて楽しかったです。次また会えたら、もっとち

ゃんと自分からしゃべれるようにしたいです。 

 緊張してあまりしゃべれませんでした。でも日本のことが

知れて、とてもいい経験ができました。今日は、とても楽

しかったです。太鼓はとてもすごかったです。また見たい

です。 
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最後のプロジェクトでは、日系人である自分たちのルーツや家族が大切にする文化や価値観について、調べてまとめ

ました。それぞれの興味・関心に応じてテーマを決めた参加者は、自分の得意な力も活かしながら、日系の価値観や日

本文化の魅力を未来へ伝えていく方法を考えました。 

居住国にある食材で作る日本食レシピや、家族の大切にする持ち物から考察する日本文化、家族がどのように海を渡

り居住国までたどり着いたのか、当時の記憶をたどったインタビューなど、興味深い作品がたくさんありました。 

おじいちゃんの人生ルート発見 

私が住んでいるグァタパラ移住地 -いつまでも残したい、ふるさと- 

祖父へのインタビューはとても楽しみでした。私たち

はいつも顔を合わせ、時間を共有していますが、祖父が

生きてきたこと、幼少期に経験した逆境のすべてを想像

したことはありませんでした。このプロジェクトのおか

げで、祖父についてもっと知ることができました。彼は

強さの見本であり、私は彼をとても誇りに感じています。 

みんなにグァタパラ移住地のことをも

っと知ってもらって、興味をもってもらい

たいです。移住者のインタビューでは移住

者の話以外に昔の面白い話や将来へのア

ドバイスなども聞く事が出来たのでとて

も勉強になりました。地球の反対側で日本

の文化を残すために頑張って活動してい

る写真を見てもらいたいです。 

私のプロジェクトは、日本の哲学、つまり考え方につ

いて話したいと思ったことから始まりました。「生きが

い」という言葉に出会い、刺激を受けたからこそ、自分

の生活でも応用し、読者の方々にも試していただきたい

と思っています。 

Ikigai（生きがい） 
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メキシコの食材を使った日本料理 

お盆と死者の日 

Japan Town in Buenos Aires 

祖先への敬意 

安心出来る場所 
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 テーマは"メキシコの食材を使って日本料理"です。このプロジェクトを読んでみんなにどんな風に日系人が日本料理を食べ

ているか知ってほしいです｡料理の写真や庭に生えているサボテンなどの写真を撮るのにすごく手こずりました。日本料理

とはちょっと違う味になりますが、メキシコの食材を使った日本料理もいいですよ。 

 私の目標は、私の親戚が日本からドミニカ共和国へどのようにやってきたかを知ることです。このことを知ることで、私は

彼らをもっと愛し、彼らが家族や日系社会のためにしてくれたことすべてに感謝できるようになると信じています。自分の

家族について調べられると思うと、とてもわくわくしました。 

 ひいばあちゃん、おじいちゃんたちに話を聞きました。印象に残っていることは、移住の大変なことを学んだことと、ぼく

が聞いたことでひいばあちゃん、おじいちゃんたちが楽しく話してくれたことです。今もパラグアイでは日本文化が継承さ

れていて、日本語話せない子供も一緒に取り組んでいます。 

 仏壇とは何か、日本の家庭にとってどのような意味があるのかを知ってもらうことが目的です。おばあちゃんとのインタビ

ューから、日本の家庭で仏壇が重要視されていることに気がつきました。仏壇は先祖に対する尊敬と配慮の表れだと思いま

す。日系人の文化や家族について詳しく知ることができ、とても良い気分でした。家族で共有している日本の伝統に、より

一層感謝することができた経験です。 

 私の自由研究を読んだ人が、「日本の反対側にも桜があるんだ」「桜がこんなにもほかの国の市にも貢献しているんだ」「パ

ラグアイの桜の町ラパス行ってみたいな」そう思ってくれると嬉しいです。このプロジェクトを通じて、より多くの人にラ

パス市を知ってもらいたいです。 

 日本人がどのようにして私の住んでいるところに来たのかを知ることを目的に行いました。移住者が経験しなければなら

ないことの多さに驚きました。メキシコで生活をするために、人々が経験した過程を詳しく知ることができ、とても興味深

かったです。 

 お盆と死者の日について調べました。お盆は知りませんでしたが、母に聞いて書きました。死者の日は何回も行ったことが

あるので知っていることを書きました。このプロジェクトで一番気にいたのは、お盆で行われるキュウリとナスの意味で

す。このプロジェクトではお盆と死者の日の大切さがわかりました。年に一度死んだ家族に合える日なので、大切にします。 

 多くの日系人は、自分の家族がどこから来たのかあまり知りません。私たちは、自分がどこから来たのかを知ることで、個

性や価値観を形づくることができます。 

 ラパスについていろんな人にインタビューをして、もともとラパスはどのようなところだったのかも教えてもらいました。

どういう意味でラパスと名前を付けたのかも教えてもらい色々学びました。祖父母たちのようにみんなが安心できる居場

所を作ったり、代々受け継がれるようなことをしてみたいです。みんなにも今友達がいる事や、家族と一緒に暮らせている

こと、誰かと繋がれる場所は凄い所なんだと心掛けて、繋がりを大事にして欲しいです。 

 私のプロジェクトは、日本料理をベースに、さまざまな料理とそれが体にもたらす効果を見てもらうものです。私の目標は、

健康的な食品にはさまざまな種類があることを認識してもらうことです。このプロジェクトの感想は、日本食は美味しくて

見栄えが良いだけでなく、多くの栄養を摂取でき、体の消化にも良いということを発見したことです。 

 私のプロジェクトは、ブエノスアイレスに「Japan Town」を作り、日本文化を広く伝え、移民には故郷を身近に感じても

らい、日系人の若者には自分たちのルーツをもっと知って学んでもらうことです。このプロジェクトに取り組みながら、日

本にいなくても日本の文化を楽しく学べるように、日本らしいものを取り入れた商店街をイメージしました。 

 クラスメートには、日本の移民についてもっと知ってもらいたいです。移民や日本人移民の決断の背景はとても興味深いも

のだと思うので、私の作品を通じて、他の人にも興味を持ってもらい、自分でも調べてもらいたいと思います。最初は「ど

の国でも同じような情報なのでは」と思っていましたが、国によって歴史が異なり、全く似ていないものもあることがわか

りました。自分の国以外の国で起こったさまざまな状況が、今の社会を作り上げていることを知り、感動しました。 
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明治元年（1868 年）、サトウキビプランテーションの労働者としてハワイへ渡ったことから始ま

る日本人のアメリカ大陸への移住の歴史は 150年以上の歴史を有しています。その間、各国、各地

域の日系社会では日本語学校を中心にコミュニティを形成し、今日まで継続してきています。しか

しながら、世代が進むにつれ、日本語学校に通う日系子弟の減少、日系コミュニティへの帰属意識

の低下や日系アイデンティティの希薄化といった問題が顕在化し、日本との繋がりもだんだんと弱

くなってきているのが現状です。 

そのような現状に鑑み、本研修では、次世代の日系社会を担う人材育成の一環として、「日本人の

海外移住の歴史に関する学習、ホームステイや体験入学といった日本で生活する人々との交流、そ

の他各種研修を通じて自分たちのルーツ、日本文化、習慣等を学んでもらい、日本に対する理解を

深めることで、自らの日系人としてのアイデンティティを強化すること」を目的としています。 

2020 年度より新型コロナウィルスの感染拡大のために中止が続いている従来の訪日研修ですが、

今年で研修中止も 3年目となり、各国の日本語学校からは訪日研修を目標に日本語学習に励んでき

た生徒たちの学習意欲の低下も報告されています。このような状況下で学習を継続している 12〜

15歳の日系子弟に、日本文化及び家族のルーツについて触れる機会を作り、さらに同年代の日系人

や日本人との交流を通じて、日本語学習への意欲を再び高めてもらえるよう、日本文化や日本人の

海外移住について考えるオンライン学習を実施しました。 

今年度のオンライン学習では、個々の興味・関心に応じたプログラムへの参加を可能とするため、

訪日研修で実施している「移住学習」および「日本体験」に関するプログラムをテーマ別に一回完

結型の授業として開講し、関心のあるテーマについて学びを深める「自由研究」も選択性としまし

た。参加者の自主性や関心に基づき、一人ひとり異なるプログラムデザインが可能となったことで、

参加者は希望したプログラムの中で学びの楽しさや同世代の仲間たちとつながる喜びを体験する

ことができたようでした。 

移住開始当時の日本人移住者の体験や移住先国での苦労を想像した移住学習プログラムでは、異

なる文化・価値観を持つ人々との共生に必要なことについて意見交換を行いました。参加者は家族

や周囲の大人から聞いた移住者の体験をグループの中で共有することで、日本人の海外移住がもた

らした事象や社会変化について多角的に考察することができました。また、参加者と同じ日系のバ

ックグラウンドを持つ先輩の体験談からは、自身の強みやアイデンティティについて気づきを得た

参加者も多く、自身の内面にも目を向け、理想とする大人像について思いを巡らせる機会となりま

した。 

日本文化に関する学習や体験を目的とした日本体験プログラムでは、異なる場所で暮らす日系の

仲間たちと運動会や調理実習をともに体験したことで、お互いが持つ共通した文化を発見し、日系

同士のつながりも確認することができました。中学生にも人気のある日本の妖怪文化からは、日本

人の生きる知恵を学び、日本文化の考察へとつなげました。実際に同年代の日本人と言葉を交わし
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た中学生交流会では、コミュニケーションの難しさを感じながらも、日本の中学生の生活や学校の

様子を知り、「いつか日本でもう一度会って話をしてみたい」「日本語をもっと勉強して、次はもっ

と話せるようになりたい」など、新たなモチベーションを得た参加者も多く見受けられました。 

各自がテーマを決め、プロジェクトに取り組んだ自由研究プログラムでは、居住国と日本の文化

を比較し、両国に共通した価値観を導き出した作品や、家族が所有する仏壇から日本人の精神を考

察した作品、沖縄文化から学んだ生き方の哲学についてまとめた絵本など、参加者の視点から掘り

下げられた興味深い作品が集まりました。また、移住をテーマに度重なる逆境にもまれながらも生

き抜いた家族の歴史や、日本人移住者が後世の子孫を思い開拓した移住地の歴史について調べた参

加者からは、家族や日本人移住者に改めて感謝する姿勢や、尊敬の念を深めた様子が見受けられま

した。 

新型コロナウィルスの感染拡大により 3年間続いたこのオンライン学習ですが、初年度より継続

して参加してきた生徒からは、「本当は日本で研修に参加できるはずだったので、3年間研修が中止

になってしまい、ショックでした。しかし、オンラインという形でも、先生たちと一緒に授業を受

けたり、みんなと話したりすることができて楽しかったです。世界中に友だちもでき、このプログ

ラムに 3年間参加して良かったと思っています」と感想を述べていました。 

現在、中学生という年代の参加者が、日系アイデンティティについて考えを深め、日系社会の一

員として社会に貢献していけるようになるには、この先、実際に日本に訪れ体験する人との出会い

や、五感をもって日本とのつながりを意識する体験が肝要であることは言うまでもありません。し

かしながら、コロナ禍においても、自身のルーツや日本文化に関する学びを深め、他国・他地域で

暮らす同世代の参加者との交流を通じて、日系のつながりを確認できた体験は、今後の日系社会や

日本とのかかわりにおいて、主体的に学び行動するための新たな原動力となっていくのではないで

しょうか。このプログラムでの体験を各々が今後の自己実現に向けた学習に活かし、各国日系社会

と日本との架け橋になっていけるよう、参加者のさらなる成長と活躍に期待しています。 
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2022年度「日系社会次世代育成研修（中学生プログラム） 

オンライン移住学習」募集要項 

 

1. 目的 

日本人が「なぜ」「いつ」「どのように」中南米に移住し、「どのように」ニッケイ・

コミュニティを形成し、「なにを」創出したかについての学びを通して、課題解決能力

やコミュニケーション能力を高め、コミュニティへの貢献意識の高い人材を育成します。 

例年、研修員を本邦へ招へいし、研修を実施していますが、新型コロナウイルス感染

拡大が完全に終息していないため 2022年度はオンラインで研修を実施します。 

2022 年度のオンライン移住学習は１．日本人の移住や日系コミュニティの形成につ

いて学ぶ移住学習プログラム、２．日本や日本文化への興味を広げ、日本語学習の意欲

を高める日本体験プログラム、３．参加者が自らのテーマを定め、次世代に継承してい

くためのプロジェクト学習プログラムを研修の３本柱として各コマを設け、必要コマ数

を受講した者へ修了証を発行します。 

 

2. 対象国および人数枠 

カナダ、メキシコ、ドミニカ共和国、コロンビア、ベネズエラ、ブラジル、ペルー、ボ

リビア、パラグアイ、アルゼンチン（10か国） 

対象国毎の定員は設けず、下記研修コマ毎の定員制とし、基本的に応募先着順とします。 

興味のある 1 コマ単位の参加も可能です。応募者が定員を上回る場合は調整の上、JICA

事務所より連絡します。 

 

3. 実施期間 

本募集は 2022年度実施のオンライン研修の実施となります。 

 （2023年度の本邦研修の募集は別途行いますのでご留意ください。） 

（１）実施期間（予定）  

（日本時間）2022年 10月 1日～2023年 2 月 11日（プロジェクト提出締切） 

（各国時間）2022年 9月 30日～2023年 2 月 10日）（プロジェクト提出締切） 

各プログラムの実施日程は以下の通り。 

 

（２）応募期間・応募方法 

参加希望者は日本時間 2022 年 8 月 8 日午後 10 時～2022 年 8 月 21 日午後 10 時ま

でに専用応募フォームにて必要事項を入力し、申込を行います。 

応募フォームの URLは別途配布するチラシにて連絡します。 

応募フォームへの記載内容を JICA 事務所にて確認の上、参加者へは研修開始日の概

ね１週間前に本オンライン研修を実施する海外日系人協会より連絡します。 
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１．移住学習プログラム 

学習内容 定員 

① 移住の歴史 30  

② 人の移動、モノの移動 30  

③ ニッケイ・コミュニケーション 30 

④ ニッケイ・アイデンティティ 30 

計 120名 

 

２．日本文化体験プログラム 

体験プログラム内容 定員 

① アイスブレイク 30  

② 食育・日本料理 30  

③ 日本文化と SDGs 30 

④ 日本の中高生との交流会 30 

計 120名 

 

３．プロジェクト学習プログラム 

 定員 

自由研究 なし 

 

4．実施概要  

別紙１を参照してください。 

 

５．応募資格要件 

・中学生 

(1)に該当し、(2)以下すべての要件を満たすことが必要です。 

(1)海外移住者及び概ね日系 3世までの海外移住者の子孫（※）であること。 

※日本人移住者の血統を引く者を指します。 

※事業対象国に定住しており（主たる生活基盤があること）、 

日系日本語学校に通学している者、または通学希望の者。プログラム参加時点で、 

原則、日本の中学生相当（12歳以上、15歳以下）であること。   

(2) 親権者または保証人の同意が得られること。 

※共同親権が法制化されている国においては、全親権者の同意が得られること。 

   (3) 日本人の海外移住の歴史や日本文化について学び、日本や自らのルーツに対する理 

解を深めたいという強い意欲があること。 

(3) オンライン移住学習に参加するに当たり、各参加者は自宅で受講することを想定し 

ています。参加に必要な機器(PCやスマートフォン)、インターネット環境は各自で

準備いただきます。また、受講の際は PC またはスマートフォンのカメラを使用し
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ます。 

なお、グループディスカッション等お互いの画面共有の関係から、PCからの参加を

推奨しますが、難しい場合はスマートフォンからの参加も可とします。（グループデ

ィスカッションは講師や他の参加者とのコミュニケーションのため、カメラオンでの

参加を基本とします。） 

    (6)教材の著作権や講師・他の参加者の肖像権について参加前の注意事項を順守するこ 

と。 

 

6．応募フォーム入力内容 （応募フォームの URLは別途連絡します。） 

（１）応募フォーム記載内容 

① 氏名 

② 生年月日 

③ 所属日本語学校名・学年（所属の無い場合は通学希望と記載） 

④ 日本語学習歴 

⑤ 保護者氏名 

⑥ 参加同意の本人確認（チェック欄） 

⑦ 参加同意の保護者確認（チェック欄） 

⑧ 参加希望プログラム（選択欄） 

⑨ 本人連絡先メールアドレス 

⑩ 保護者連絡先メールアドレス 

⑪ 連絡先電話番号 

⑫ 作文１「今回プログラムに応募した理由（日本語）」＊ 

⑬ 作文２「プログラムで学んだことを今後どのように生かしたいか（日本語）」＊ 

⑭ 修了書授与要件に満たないコマ数申込者への参加証発行希望の有無 

  ＊作文は応募者の日本語能力を図るものではなく、研修受講の意欲と現在学んでいる

（今後学ぶ）日本語を使用して作文することに挑戦していただくことを目的とするもの

です。 

 ・本オンライン学習に参加することによって、来年度以降の来日研修への参加資格を失 

うものではありません。 

来日研修の募集は、来年度以降に別途行います。来日研修の参加希望者は改めて来年実 

施する研修へご応募ください。 

 

７．募集期間 

JICA 在外事務所への応募書類提出締切日は各在外事務所により決定されるため、各在

外事務所の指示に従ってください。メールでの応募も可能とします。 

 

８．参加の資格取消 

  参加者が次の事項に該当する場合、JICAはその資格を取り消すことがあります。 
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(1) JICAの指示および決定に従わなかったとき 

(2) 本人の故意、重大な過失または怠慢等により、プログラムの参加を継続することが困

難と認められるとき 

(3) 本人の都合により参加を中断したとき 

(4) 応募フォームの記載事項に虚偽が発見されたとき 

(5) その他 JICAがやむを得ないと認める事由があるとき 

 

９．その他の留意事項 

(1) 応募者は、事業対象国の国籍を有すること（あるいは日本の国籍を有すること）が望

ましいです。 

(2) 参加者は肖像権及び個人情報使用承諾書を JICA事務所へ提出してください。 

(3) 本オンライン移住学習と通常実施している来日研修では、参加・資格要件が一部異な

ることから、本オンライン移住学習への参加が来年度の来日研修への参加を保証する

ものではなく、2023年度の来日研修の選考は別途行いますので、参加希望者は改めて

来年度の研修にご応募ください。 

(4) 参加者が８の参加の資格取り消しの事項に該当する場合、JICAはその資格を取り消す

ことがありますので、事前に十分理解して、参加申し込みを行ってください。 

(5) 本プログラムの一部は 2020 年、2021 年度に実施したオンライン移住学習と同じ内容

となります。 

 

10  研修修了証書授与の基準 

(1) 必須科目（「移住の歴史」、及び「自由研究」）と必須科目以外の移住学習プログラ

ム 3コマから 1コマ、日本語体験プログラムから 2コマ以上の計 5コマ以上を履修し

た者 

(2) プロジェクト学習は期日までの提出が必要です。 

 

１ 

移住学習 

移住の歴史 受講必須 

人の移動、モノの移動 いずれか 

1コマ以上選択 ニッケイ・コミュニティ 

ニッケイ・アイデンティティ 

２ 

日本体験 

アイスブレイク いずれか 

2コマ以上選択 食育・日本料理 

日本文化と SDGs 

日本の中高生との交流 

３  

プロジェクト

学習 

自由研究（移住または日本文化に関する

テーマを自由に選択） 

必須 

例 1：次世代に伝えたい日本、日系文化 
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例 2：移住史の記録、インタビュー 

例３：日本、日系文化のイベント企画 

例４：日系社会を世界に紹介 

1コマ単位の参加で事前に希望した受講者へは参加証を発行します。 

以上 

 

 

別紙１：「日系社会次世代育成研修（中学生）オンライン移住学習」実施概要 

別紙 2：「肖像権及び個人情報使用承諾書」 


